
 
 

 

 

わたしたちが住んでいる鳴門市を「もっと住みやすい“まち”」

にするためには、市民のみんなで話し合い、どうしたらいいのか

を決めることが大切です。 

 

でも、約５万４，０００人もの市民が一か所に集まって話し合

うことはとても難しいので、市民の中から代表者を選んで市民

に代わって話し合いを行います。この代表者が、「議員」です。 

 

鳴門市には２２人の「議員」がいて、「市議会」の会議で、「もっと住みやすい“まち”」

にするための話し合いを行っています。話し合いの結果、「条例」（鳴門市のルール）を決めた

り、「予算」（「もっと住みやすい“まち”」にするために使うお金の額）を決めたりします。 

 

そして、決められた「条例」や「予算」に沿って、市長が

鳴門市を「もっと住みやすい“まち”」にするための仕事を

行います。 

 

そしてまた、市議会の会議で、市長の仕事が「条例」や 

「予算」に沿って正しく行われているかをチェックします。 

 

こうやって、議員や市長が力を合わせて、鳴門市を「もっ

と住みやすい“まち”」にするために、毎日活動しています。 

 

 

 

 

ってなんだろう？ 

議員 


